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環境に配慮した新型発電機を発売 

 

北越工業株式会社(本社：新潟県燕市、社長：栗田信一)は、発電機の燃料、オイルの機外流出防止

と長時間連続運転の機能および第３次排ガス規制対応エンジンを搭載した発電機（ＳＤＧ１３Ｓ－Ｆ）を

２００７年７月下旬から発売します。 

 

        
建設、土木、土壌改良などの現場においては、燃料やオイルの流出による土壌汚染に対しての防

止意識が高くなって来ています。現場の仮設事務所内の照明や電子機器、水中ポンプなどの現場作

業機の電源として長期間現場に設置して使用される発電機においては、特に土壌汚染防止の対応

要求が強まっています。 

現在、燃料、オイルの流出防止としては個別のオイルフェンスを用意し、それに発電機を載せて 

対応しています。また、長時間の連続運転をする場合、別置きの燃料タンクを発電機に接続して使用

する必要がありますが、この別置き燃料タンクにも個別のオイルフェンスが必要となります。 

弊社では、こうした燃料、オイルの流出防止、長時間の連続運転の機能を一体構造としたオイルフ

ェンス一体型発電機 「ＳＤＧ１３Ｓ－Ｆ」を発売いたします。これによりオイルフェンス、別置き燃料タン

クが不要となり、移動毎の運送費用も省くことができ、工事現場での設置も発電機を置くスペースだけ

で済みます。更に、国土交通省の第３次排ガス規制対応エンジンを搭載した環境対応型発電機で

す。 

ＳＤＧ１３Ｓ－Ｆの発売により、オイルフェンス一体型発電機シリーズは１３KVA～６０ＫＶＡの４機種と

なります。 

 

 

 

オイルフェンス一体型発電機ＳＤＧ１３Ｓ－Ｆ 

【 お 問 合 せ 先 】 
北越工業株式会社 販売促進部  TEL：03-3348-8569   http://www.airman.co.jp 

従来の発電機と別置き燃料タンクの

設置状況 
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〇商品名： ＳＤＧ１３Ｓ－Ｆ 

〇価格：   １，８７０千円 

〇発売：  ２００７年７月下旬から 

 

〇主な特徴 

 ・機内の燃料、オイルの流出防止 

・別置きの燃料タンク、個別オイルフェンス不要 

・長時間連続運転可能 ５３／４１時間（５０／６０Ｈｚ、５０％負荷時） 

 ・常時監視不要（「電気設備技術基準」の「常時監視をしない発電所の施設」に対応） 

 ・オイルフェンスは取り外し可能なため燃料タンクの清掃が容易 

 ・国土交通省の超低騒音建設機械、第３次排ガス規制の基準対応 

 

〇主な仕様 

 ・ＳＤＧ１３Ｓ－Ｆ 

  （三相）出力：１０．５／１３ＫＶＡ（５０／６０Ｈｚ）、電圧：２００／２２０Ｖ 

  （単相）出力：１．５×２／１．６５×２（５０／６０Ｈｚ）、電圧：１００／１１０Ｖ 

  エンジン：クボタＤ１５０３－Ｋ３Ａ 

  燃料タンク容量：９５Ｌ 

長×幅×高さ：１，４８０×６５０×１，１６０ｍｍ 

  運転整備質量：６７０ｋｇ 
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